
　
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
北
海
道
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」（
理
事
長
・
宝
金
清
博

北
大
総
長
）は
総
会
を
開
き
、

２
０
２
３
年
度
活
動
計
画
を

承
認
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
で

は
、
薬
局
を
活
用
し
た
脳
卒

中
予
防
、
左
室
補
助
人
工
心

臓
（
Ｌ
Ｖ
Ａ
Ｄ
）
装
着
患
者

の
遠
隔
診
療
、
動
脈
硬
化
疾

患
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
）
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
推
進
の
３
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
重
点
的
に
取
り
組

む
ほ
か
、
ア
プ
リ
版
「
脳
卒

中
・
心
筋
梗
塞
あ
ん
し
ん
連

携
ノ
ー
ト
」
を
用
い
た
医
療

連
携
に
関
す
る
実
証
実
験
を

本
年
度
は
札
幌
秀
友
会
病
院

で
行
う
。

　
22
年
度
活
動
報
告
で
は
、

ス
マ
ー
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
協
会

と
提
携
す
る
「
薬
局
を
活
用

し
た
心
房
細
動
に
起
因
す
る

脳
卒
中
等
を
予
防
す
る
た
め

の
地
域
生
活
者
啓
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
状
況

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
同
協
会
は
、
調
剤
薬
局
に

心
房
細
動
等
の
可
能
性
を
自

動
検
出
す
る
心
電
計
付
き
血

圧
計
を
設
置
し
、
来
局
患
者

に
自
己
測
定
し
て
も
ら
い
、

異
常
時
は
か
か
り
つ
け
医
等

へ
の
受
診
を
促
す
事
業
を
全

国
展
開
し
て
い
る
。
本
道
で

は
同
法
人
と
提
携
し
、
東
区

の
み
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
門
前
薬
局
で
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
６
〜
９
月
に
心
電
図

測
定
が
行
わ
れ
た
64
例
の
う

ち
２
例
で
心
房
細
動
の
可
能

性
が
検
出
さ
れ
、
う
ち
１
例

は
専
門
病
院
受
診
で
心
房
細

動
と
診
断
さ
れ
、
治
療
が
行

わ
れ
た
。
今
後
、
参
加
薬
局

を
増
や
す
予
定
。

　
Ｌ
Ｖ
Ａ
Ｄ
患
者
の
遠
隔
診

療
は
、
同
法
人
が
普
及
を
目

指
す
ア
プ
リ
版
「
脳
卒
中
・

心
筋
梗
塞
あ
ん
し
ん
連
携
ノ

ー
ト
」
の
基
本
ア
プ
リ
で
あ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
に
注
力

道
医
療
連
携

Ｎ
Ｗ
協
議
会 

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
予
防
な
ど

る
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
と
Ｍ
ｙ
Ｓ
О
Ｓ

を
活
用
す
る
こ
と
で
本
道
の

医
療
問
題
解
決
が
期
待
で
き

る
と
し
て
、
北
大
病
院
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
重
症
心
不
全
に
対
し
、
左

室
機
能
を
長
期
間
代
行
で
き

る
Ｌ
Ｖ
Ａ
Ｄ
の
装
着
患
者
数

は
増
え
続
け
て
お
り
、
同
病

院
で
は
30
人
近
い
装
着
患
者

が
心
臓
移
植
を
待
っ
て
い
る

と
い
う
。
一
方
、
機
器
操
作

を
習
得
し
た
介
護
人
が
24
時

間
付
き
添
う
必
要
が
あ
り
、

在
宅
植
込
型
補
助
人
工
心
臓

（
非
拍
動
流
型
）
指
導
管
理

料
の
要
件
と
し
て
月
１
回
の

管
理
施
設
へ
の
受
診
が
義
務

付
け
ら
れ
、
患
者
・
家
族
の

負
担
が
非
常
に
大
き
い
。

　
装
着
患
者
は
常
に
合
併
症

と
隣
り
合
わ
せ
で
、
広
域
の

本
道
は
急
変
時
対
応
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合

は
連
携
す
る
各
地
の
非
管
理

認
定
施
設
が
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
こ
で
北
大
は
同

法
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
遠
隔
外
来
の
ト
ラ
イ
ア
ル

を
昨
年
12
月
か
ら
開
始
し
、

医
療
者
・
患
者
と
も
に
感
触

は
良
好
だ
と
い
う
。

　
ま
た
札
幌
市
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
健
康
観

察
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
こ

び
ま
る
」
を
活
用
し
、
医
療

者
が
患
者
の
自
己
管
理
記
録

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で

き
る
シ
ス
テ
ム
も
構
築
。
患

者
の
自
己
管
理
能
力
向
上
や

合
併
症
・
再
入
院
予
防
も
期

待
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
予
防
推
進
は

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
の

助
成
で
実
施
す
る
事
業
。
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
危
険
因
子
の
管
理

目
標
達
成
率
の
向
上
に
向
け

て
、
患
者
と
薬
剤
師
を
含
む

医
療
者
が
管
理
目
標
値
を
共

有
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
同
法

人
の「
あ
ん
し
ん
お
薬
手
帳
」

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ア

プ
リ
版
も
開
発
す
る
。現
在
、

道
内
19
医
療
機
関
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
今
後
患
者

デ
ー
タ
を
解
析
予
定
だ
。

　
ア
プ
リ
版
「
あ
ん
し
ん
連

携
ノ
ー
ト
」
を
用
い
た
医
療

連
携
の
実
証
実
験
は
、
前
年

度
に
良
好
な
結
果
が
報
告
さ

れ
た
柏
葉
脳
神
経
外
科
病
院

に
続
き
、
本
年
度
は
札
幌
秀

友
会
病
院
で
実
施
す
る
。
同

病
院
に
通
院
し
、
同
一
法
人

の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
す
る
脳
卒
中
罹
患
後

の
患
者
を
対
象
に
、
訪
問
診

療
医
の
協
力
も
得
て
、
患
者

目
線
か
ら
も
ア
プ
リ
の
使
い

や
す
さ
や
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

な
ど
を
評
価
す
る
。
結
果
は

来
年
度
報
告
予
定
。

　
同
法
人
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ

予
防
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修

会
「
地
域
に
お
け
る
病
診
薬

連
携
」
を
８
月
31
日
午
後
６

時
20
分
か
ら
中
央
区
の
札
幌

国
際
ビ
ル
８
階
国
際
ホ
ー
ル

で
開
催
す
る
。

　
み
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
東
区
）
の
三
木
敏
嗣

院
長
が
「
さ
っ
ぽ
ろ
北
部
地

域
の
生
活
習
慣
病
に
対
す
る

予
防
の
周
知
と
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
」、
八
尾
市
立

病
院
（
大
坂
府
）
の
小
枝
伸

行
事
務
局
次
長
が
「
八
尾
市

立
病
院
に
お
け
る
地
域
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課

題
」
を
講
演
す
る
。

　
参
加
無
料
。
申
し
込
み

締
め
切
り
は
８
月
１
日
。
問

い
合
わ
せ
は
同
法
人
メ
ー

ルhosnet-sacv
d
@

h
cp
-m
eetin

g
.jp

、

フ
ァ
ク
ス
０
５
０
（
３
７
３

７
）
７
０
６
６
。

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
予
防
で

８
月
31
日
に
講
演
会


